






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































わかる。内容をみると、当主 上意下達から寄子とのやりとりを含む文書、他の大名と 起請文に至る迄の様々な内容の文書を発給している和田に対して、小貫は、管見の限り①に分類される知行関係 発給文書がみあたらず、外交交渉に限定されている傾向がみられる。発給文書が多い両者であっ もその役割に違いがあったことが予想できる。その他の家臣層には突出した存在は見られな ことから、以下は内政・外交・指南関係に分けて考察していくこととす 。
統治権を担っていたことを考える上で重要と考えられるのは、主従制の根幹をなす知行関係 文書である。文書数ばか












































 大縄義辰（義興） ３通 ③　８（連署）　　④　19・20
 岡本禅哲 ３通 ①　２・３（連署）　④　14
 大窪種光 ２通 ④　35（連署）・36
 大縄江庵宗□（玄策） ２通 ④　34（連署）　　⑤　33
 河井堅忠 ２通 ④　６（連署）　　⑤　43
 人見藤道 ２通 ②　29　　③　18・30
 御代隆秀 ２通 ①　15　　④　10　
 八木重吉 ２通 ①　７　　④　41
 山方重泰 ２通 ②　37・38
 小田野義房 １通 ①　１（連署）
 小田野輔義忠 １通 ④　13
 小野崎隆元 １通 ③　８（連署）
 大窪秀光 １通 ③　８（連署）
 大山義種 １通 ③　８（連署）
 大和田重清 １通 ②　42
 岡本顕逸 １通 ④　14
 国安久行 １通 ④　35（連署）
 介川里通 １通 ④　11
 長山通兄 １通 ④　34（連署）
 真崎義保 １通 ③　21
 真崎義伊 １通 ③　22

















たものと考えられる。しかし、禅哲は 永禄期に南奥 おける佐竹氏の知行関係の文書発給に取次として深く関わると共に、既に触れたよう 地域の違う小田 の知行問題 も携わっていること 佐竹氏の奉行人層の中では重要な位置を占めていることが か 。
同様に知行に関する文書を発給していることがわかるのが小田野義房で、数は少ないながら既に検討した史料１の













き、より広範な階層の家臣層が文書を発給してい がわかる。このことについて興味深いことは、表中で④＝外交関係に分類した文書は全四三通の一七通と三分 一強を占める多さであるが、その多くが相手側よりの返書として出されていたり、 使者として派遣された際の相手側 配慮への謝意を含むも ほとんどであることである。このことは、外交関係の文書の多くが相手側からの働きかけに対する対応や交渉過程で出さ た可能性を示して る。また、戦国期権力の側近家臣・奉行人層の活動には副状の発給 行うことが多くみられるが、佐竹氏 場合、管見の限 副状は多く確認できなかった。
もう一点指摘できることは、外交文書の中で他の戦国期権力に直接文書を発給することができる階層が、側近・奉



























































文書として注目できるのは、 史料８である。この起請文写は 船尾昭直が白川氏との和睦交渉をまとめる際に、 「内儀」を心得る 昭直の進退保証を行った文書であるが この文書には、実に大山義種・和田昭為・大縄義辰・小野崎隆元・大窪秀光・小貫頼安（頼久）の六人が署判を行っている。昭直の和睦交渉 義重の次男の白川入嗣の実現に結果したことを考えると、昭直の活動の重要性によってこ ような起請文が作成された がわかる。
重要であると思われるのが、六人の構成である。和田・小貫に関しては前述したため省略するが、大山義種は佐竹







































































価すること できないが、２条目において、藤道に対する「善悪之唱」を知らせることを求めた条項からも双務的な契約であ うかがえ、自 の寄子となる指南下の者と藤道の関係は双務的なものであったことがわ る。
人見藤道が結んだ指南の者との契約的な関係は、おそらくは佐竹氏の家中において特殊なものでなかったものと思
われる。側近・奉行人層は、活動を行う中で多くの寄子・指南下の者を抱えていたと考えられる。指南下の者との関係の中で重要となることは、内容の③で確認されているように、 処遇であった。その指南下 者の処遇問題の多くは、史料２に記され ような「侘 」の佐竹氏への上申とその実現 欲求であったと思われる。
側近・奉行人層が指南を行う家臣層は、自らの所領を経営する在地領主から村落に居住する上層農民まで幅広い階層を




































る家臣層を折出し、限定された階層の家臣層によって文書が発給されていることを確認できた。また、第三節では、外交に関係する文書を検討したが、外交に関係する文書は内政に対してより広範な階層の家臣から文書が発給されていた。しかし、それも他の領主権力に直接に文書発給を行う家臣となると限定された階層となり、その階層 、内政にお て裁許等の文書を発給している存在と重なっていることを確認できた。第四節では、側近・奉行人層と同じ佐竹氏の家臣との指南関係・進退保証に関する文書を検討した。指南関係の文書としては、側近・奉行人層 指南下の家臣に出された起請文を検討し、両者の 係 契約関係に基づく関係であることを確認した。また、契約関係 基調になる事柄として、指南下の者の「侘言」実現が重要な意味を持つことを想定し、 「侘言」の上申関係を明示する知行充行状の成立を指摘した。
このように、佐竹氏の側近家臣・奉行人層の発給した文書をみると、連署奉書や印判奉書を発給する等、領国支配
機構の中心となる上意伝達組織が一定の成熟度を持って成立していたことが確認できる。しかし、小田原北条氏等でみられるような組織的な印判状の発給は確認できず、そ 点に関 は限定的な位置づけ せざ えないように思われる。そのことは、佐竹氏 知行に関わる文書 多くが「侘言」 わることや裁許に関わ 発給されて ることが示している。佐竹氏の上意伝達組織は、権力側 意志 一方的に伝達 体制 しては、未成熟な体制 あったと考えられる。
また側近・奉行人層中にみられる階層性については、その活動を峻別して扱わなければならないように思う。内政








最上層に位置する地位を示す語である。 「康応記録」中には、本稿の分析で「宿老」に該当する存在である小貫氏がその地位にある。南北朝期の秩序を示す「康応記録」の位置づけがそのまま戦国期に存続して機能していたとは考え難いが、家臣層の最上位に位置して意志決定に関わり、それに関する文書を発給する立場を表現する語として適切であると思われることから、 彼等を「宿老」として位置づけたい。本稿において、 「宿老」に該当する存在は、 和田昭為・小田野義房・義忠・岡本禅哲・小貫頼久・大山義種・大縄義辰が挙げられる 、まだその役割・機能・構成等に関しては分析が依然として不十分であり、今後 課題としたい。
以上のように分析を行ってきたが、佐竹氏の宿老・奉行人層の分析の障害となっていることとして、発給・受給・




文書の編纂には、戦国期以前の佐竹氏と家臣層の関係・家臣 由緒を示す史料が収集されやすい状況 あり、家臣層からは近世の秋田藩「家中」における地位を確保する根拠として 文書が提出され 状況にあったこと なる。そ意味で、家蔵文書に含まれる文書 は、佐竹氏 個別人格的なつながりを示す性格が色濃いものとなったも と思われる。現存の佐竹氏関係文書の性格を考え 上で留意しなければ ら い点である。
また史料の残存の点について考えると、注目しなければならない点としてあげられるのが、慶長七年（一六○二）の













しなければならない点がある。そのため 文書群が必ずしも佐竹氏が発給・受給した文書の質と量の全貌を示すかどうかが疑問が残るのであり、分析する上で考慮していかなければならない点と思われる。また連署印判奉書や印判状といった上意下達的性格を強く持った文書は、佐竹氏との関係を重視した文書の伝存状況から考えると、伝えられ難い部分があったものと思われる。残存数の少なさにつ ては の影響に留意しなければならない。註


























































（26）市村高男「いわゆる『秋田藩家蔵文書』についての覚書」 （ 『小山市史研究』三所収、一九八一年） ・根岸茂夫「元禄期秋田藩の修史事業」 （ 『栃木史学』 号所収、一九九一年） ・遠藤巖「佐竹家中岡本氏と秋田藩家蔵文書」 （ 『茨城県史料』 付録
28所収、 一九九二年） ・伊藤勝美 「 『佐竹家譜』 編纂に関わる若干の史料」 （ 『秋田県公文書館研究紀要』









』三号所収、一九九七年） ・鈴木満「 『秋田藩家蔵文書』考」 （ 『秋大史学』
四四号所収、一九九八年 ・金子拓「秋田藩家蔵文書のデータベース化と地域連携」 （ 『東京大学史料編纂所シンポジウム
　
研究と情報の資源化』所収、二○一○年）参照。
（27）史料の残存の偏差の問題に関しては、本稿で述べた問題以外の点については 拙著『戦国期権力佐竹氏の研究』を参照いただきたい。
二〇
